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町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
実

施
の
た
め
、
平
成
21
年
度
予
算
額
よ

り
増
額
し
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
な

経
費
負
担
者
で
あ
る
住
民
の
み
な
さ

ん
の
福
祉
向
上
に
役
立
て
る
よ
う
編

成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
財
産

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

同
様
、
計
画
的
な
保
守
管
理
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
目
的
や
用
途
の
な
い
遊

休
地
は
売
却
す
る
な
ど
し
て
維
持
管

理
費
を
削
減
し
、
庁
舎
を
含
む
施
設

等
の
管
理
委
託
内
容
や
公
用
車
の
維

持
管
理
・
使
用
状
況
等
を
把
握
し
な
が

ら
経
費
節
減
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
４
年
間
で
多
く
の
退
職
者
が

出
る
予
定
で
す
が
、
補
充
を
抑
制
し
、

適
切
な
職
員
配
置
を
行
っ
て
事
務
機

構
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
専
門
の
課
を
設
置
し
て
そ
の
振
興

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
税
金
な
ど

の
滞
納
金
に
対
す
る
徴
収
強
化
体
制

も
引
き
続
き
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
福
岡
県
が
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
暴
力
団
排
除
の
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
近
隣
自
治

体
や
警
察
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
許
さ
な
い
と
い
う

気
運
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
防
災
に
つ
い
て
は
、
町
の

地
域
防
災
計
画
に
沿
っ
て
、
日
ご
ろ

か
ら
水
防
資
材
の
充
実
や
避
難
体
制

の
整
備
を
進
め
、
特
に
避
難
広
報
の

中
核
と
な
る
防
災
行
政
無
線
の
有
効

活
用
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

み
な
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消

防
活
動
に
つ
い
て
も
、
高
い
防
火
意

識
を
持
っ
て
町
内
消
防
団
員
の
訓
練

研
鑽
に
努
め
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
福
智
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」が
昨
年
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
基
本
計
画
の
策
定
や

各
種
取
り
組
み
を
行
い
つ
つ
、
男
女

が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

広
報
活
動
の
理
念
は「
公
平
・
正
確
・

迅
速
・
豊
富
な
情
報
」。
今
後
も
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
ど
な

た
で
も
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い

内
容
提
供
を
心
掛
け
、
情
報
公
開
の

一
端
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
る

よ
う
な
広
報
活
動
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見
直
し
を
行
い
、

住
民
と
行
政
、
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
よ
り
多
く
の
正

確
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
や
Ｉ
Ｔ
は
日
常
生
活
に
お
い
て
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
す
が
、
行
政
に

お
い
て
も
、
新
規
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
取
り

入
れ
た
業
務
が
増
え
て
お
り
、
ま
す

ま
す
拡
大
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
業
務
処

理
や
行
政
情
報
提
供
等
、
情
報
化
社

会
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
が
活
用
で
き
る
通
信
網
の

整
備
を
行
い
、
最
新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を

取
り
入
れ
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
も
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

昨
今
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
対
策

と
し
て
、
雇
用
・
就
職
機
会
を
創
出
す

る
た
め
の
基
金
事
業
が
創
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
福
智
町
で
も
こ
の
事
業
を
活
用

し
、
求
職
中
の
か
た
の
生
活
支
援
に
役

立
て
て
お
り
、
今
年
度
も
引
き
続
き

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

平
成
19
年
９
月
に「
第
一
次
福
智
町

総
合
計
画（
ま
ち
づ
く
り
計
画
）」を
策

定
し
、
具
体
的
施
策
や
総
合
的
な
推

進
方
策
に
つ
い
て
、
昨
年
９
月
に「
ま

ち
づ
く
り
実
施
計
画
策
定
委
員
会
」か

ら
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

町
の
目
指
す
べ
き
方
向
と
し
て
、
町

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
有
効

活
用
し
、
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
合

併
以
後
、
東
京
や
福
岡
市
、
北
九
州

市
で
福
智
町
物
産
品
の
販
売
活
動
を

行
っ
た
り
、
福
岡
・
北
九
州
都
市
圏
か

ら
観
光
客
を
誘
致
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー

事
業
を
行
う
な
ど
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
工
夫
改
善

を
重
ね
な
が
ら
継
続
し
て
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
温
泉
施
設
や
上

野
焼
な
ど
の
資
源
の
効
果
的
活
用
を

図
り
な
が
ら
、
新
た
な
観
光
資
源
を

創
出
し
、
今
年
４
月
1
日
に
合
併
し

た
福
智
町
商
工
会
と
も
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
観
光
の
ま
ち
と
し
て
の
基
盤

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

福
智
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

は
、
そ
の
振
興
度
合
が
町
の
将
来
を
大

き
く
左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
か
ら
、
農
家

に
対
す
る
米
個
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

事
業
や
水
田
利
活
用
需
給
力
向
上
事

業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
福
智
町
に
は

米
麦
大
豆
中
心
の
零
細
農
家
が
多
く
、

そ
の
対
応
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
近
年
の
地
産
地
消

の
流
れ
に
乗
り
、
町
内
の
農
産
物
販

売
所
と
あ
わ
せ
て
、
農
作
物
の
需
給
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
な
方
策
を
講
じ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
、
農
業
行
政
に
特
化
し
た
課

を
設
け
、
後
継
者
育
成
や
農
作
物
の

計
画
的
生
産
、
消
費
販
路
開
拓
等
の

農
家
支
援
を
、
積
極
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。
雇
用
の
創
出
や
農
作
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
い
う
側
面
か
ら
も
、
農
業
振

興
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

町
内
の
農
業
用
施
設
は
、
鉱
害
復

旧
事
業
や
土
地
改
良
事
業
、
農
村
環

境
整
備
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
今
後

も
計
画
的
に
改
善
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で

農
業
用
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
漏

水
や
施
設
の
劣
化
な
ど
の
状
況
が
現

れ
て
い
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
県
営

事
業
に
よ
る
農
村
振
興
総
合
整
備
事

業
に
取
り
組
み
、
生
産
力
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
老
朽
化

に
よ
り
漏
水
し
て
い
る
農
業
用
水
路
、

溜
池
の
取
水
施
設
お
よ
び
護
岸
、
農

道
、
井
堰
な
ど
の
農
業
用
施
設
を
整

備
し
て
い
く
も
の
で
、
当
該
事
業
が
採

択
と
な
れ
ば
、
広
範
囲
の
農
業
用
施

設
の
改
善
が
可
能
と
な
り
、
福
智
町

の
農
業
振
興
に
寄
与
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

建
設
土
木
事
業
に
つ
い
て
は
、
緊
急

性
、
予
算
規
模
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
環
境
保
全
の
た
め
の
道
路・歩
道・

河
川
等
の
整
備
や
維
持
補
修
を
行
う

予
定
で
す
。
特
に
歩
道
整
備
に
関
し

て
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

石
炭
六
法
失
効
後
、
鉱
害
問
題
は

特
定
鉱
害
地
域
に
起
因
す
る
浅
所
陥

没
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
可

能
性
の
あ
る
地
域
に
は
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
の
要
望
を
行
い
な
が
ら
、
被
害

者
救
済
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
就
労
事
業
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
平
成
22
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
暫

定
措
置
の
た
め
今
年
度
限
り
で
終
息

と
な
り
ま
す
が
、
事
業
終
息
後
の
雇

用
対
策
に
つ
い
て
も
、
周
辺
自
治
体

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
新
し
い
事

業
の
創
設
に
向
け
て
、
国
、
県
に
働

き
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
地
権
者
の
ご
協

力
に
よ
り
、
金
田
の
北
ヶ
迫
地
区
を
法

務
局
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

加
え
て
、
上
野
地
区
の
一
部（
昭
和
54

年
度
調
査
地
区
：
福
智
下
宮
神
社
周

辺
）の
再
調
査
準
備
を
終
え
た
の
で
、

今
年
度
も
継
続
し
て
調
査
に
入
る
た

め
の
事
前
準
備
を
行
い
、
現
地
立
ち

会
い
並
び
に
地
籍
測
量
等
の
工
程
を

予
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
共
工
事
発
注
時
の
入
札
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
現
行
の
制

度
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

職
員
配
置

防
犯
・
防
災

男
女
共
同
参
画

広
報
・
広
聴

予
算
編
成

Ｉ
Ｔ
基
盤

雇
用
対
策

観
光

農
業
振
興

農
業
土
木

建
設

鉱
害

国
土
調
査

入
札
制
度

▼
詳
細
は
Ｐ
６
～
７

誕生して５年目という節目の年を迎えた福智町。
町政の礎に加え、福智らしさという個性が求められる転

ターニングポイント

換期にさしかかりました。
６月定例議会で浦田弘二町長が表した施政方針では、今後目指すべき町の色（カ
ラー）が示されています。福智の原色にどのような独自の色を加えていくのか、
この町で描かれる施政の彩りを見てみましょう。

まちの動き2010
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町
内
の
町
営
住
宅
は
昭
和
40
年
代

か
ら
50
年
代
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た

も
の
が
大
部
分
で
、
現
在
１
千
９
９
２

戸
。
老
朽
化
が
進
み
、
建
て
替
え
が

必
要
な
も
の
は
順
次
建
て
替
え
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
平
原
団

地（
木
造
準
耐
火
平
屋
建
48
戸
）、
上

の
原
団
地（
高
層
６
階
建
60
戸
の
２
ヶ

年
継
続
事
業
）、
立
岩
団
地（
木
造
準

耐
火
平
屋
建
8
戸
）の
建
て
替
え
と
、

宝
見
団
地（
16
戸
）、向
陽
団
地（
８
戸
）

の
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
水
道
施
設
な
ど
は
、
現
在
、

旧
町
の
ま
ま
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
老

朽
化
が
著
し
く
、
更
新
改
良
時
期
を

迎
え
た
物
件
も
多
い
の
で
、
効
率
性
・

経
済
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
早
期
の

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

建
設
工
事
中
の
県
営
伊
良
原
ダ
ム
の

完
成
予
定
が
平
成
29
年
度
に
変
更
さ

れ
、
町
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
施
設
の
延
命

を
図
る
た
め
、
簡
易
な
維
持
補
修
を

行
っ
て
対
応
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま

た
、
平
成
30
年
度
に
は
田
川
地
区
水

道
企
業
団
か
ら
の
取
水
も
、
現
在
の

３
千
９
０
０
ト
ン
が
７
千
５
０
０
ト
ン

に
増
量
し
、そ
れ
に
あ
わ
せ
た
配
水
池
、

配
水
管
、
送
水
管
、
浄
水
場
の
計
画

的
な
改
善
・
整
備
・
統
合
な
ど
が
不
可

欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
伊

良
原
ダ
ム
完
成
と
の
関
係
も
あ
り
ま

す
が
、
従
前
ど
お
り
安
全
で
安
定
し

た
良
質
な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て
、

今
年
２
月
の
組
合
議
会
定
例
会
で
は
、

田
川
市
・
川
崎
町
の
伊
加
利
・
岩
鼻
地

区
を
建
設
第
１
候
補
予
定
地
と
す
る

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
下
田
川

清
掃
施
設
組
合
事
務
局
も
、
３
月
１

日
付
で
糸
田
・
福
智
両
町
か
ら
１
人
ず

つ
職
員
を
派
遣
し
、
事
務
の
執
行
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
施
設
の
老
朽
化

を
考
え
る
と
、
一
日
で
も
早
く
新
ご
み

処
理
施
設
建
設
に
取
り
か
か
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
民
医
療
費
は
毎
年
１
兆
円
ず
つ

増
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

医
療
費
の
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被
保
険
者
の
負

担
増
も
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
で

す
。
特
に
国
民
健
康
保
険
は
福
智
町

で
も
そ
の
運
営
が
非
常
に
厳
し
く
、
財

政
構
造
は
硬
直
化
し
て
お
り
、
医
療

費
の
抑
制
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
工
夫
改

善
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
福
智
町
の
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
は
、全
人
口
の
27・３
％

（
１
月
31
日
現
在
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
運

営
主
体
は
福
岡
県
の
全
市
町
村
で
構

成
さ
れ
た
広
域
連
合
で
す
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
、
ご
質
問
な
ど
を
参
考

に
、
改
善
点
な
ど
を
把
握
し
て
実
施

を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
福
智
町
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

は
、
全
人
口
の
12
・４
％（
１
月
31
日
現

在
）で
す
。
な
お
、
国
民
皆
保
険
を
堅

持
す
る
た
め
、
新
た
な
高
齢
者
医
療

制
度
の
発
足
に
あ
わ
せ
て
県
単
位
で
の

広
域
化
を
進
め
る
方
向
性
も
示
さ
れ

て
お
り
、
平
成
25
年
度
に
実
施
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
国
保
加
入
者
の
中
に
も
、
生
活

習
慣
病
を
発
病
す
る
危
険
性
が
高
い

人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
医
療
費
を

抑
制
す
る
た
め
に
は「
生
活
習
慣
病
に

な
ら
な
い
た
め
の
啓
発
推
進
」、「
健
診

受
診
率
の
向
上
に
よ
る
早
期
発
見
・
早

期
治
療
」、「
高
血
圧
や
糖
尿
病
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
保
健
指
導
の
充
実
」

な
ど
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
に

つ
い
て
も
、
運
動
普
及
推
進
員
や
食
生

活
改
善
推
進
員
な
ど
の
住
民
組
織
と

協
力
し
て
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
、

介
護
保
険
を
利
用
し
な
く
て
す
む
住

民
を
一
人
で
も
増
や
せ
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
よ
う
な
健
康
危
機
事
象
に
つ

い
て
も
、
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
を

と
り
な
が
ら
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

　

２
つ
の
町
立
診
療
所
は
、
将
来
的
な

医
師
確
保
と
い
う
厳
し
い
課
題
を
抱
え

て
お
り
、
運
営
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
、
コ
ス
モ
ス
診
療
所
は
、
昨
年

度
、
健
診
セ
ン
タ
ー
部
門
や
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
を
廃
止
し
、
外
来

部
門
へ
の
一
元
化
、
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
老
人
デ
イ
ケ
ア
部
門
の
廃
止

な
ど
、
赤
字
経
営
の
改
善
の
た
め
大
幅

な
業
務
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
９
月
開
業
予
定
の
院
外
薬
局
の

準
備
も
進
め
て
お
り
、
そ
の
実
施
状
況

を
見
て
方
城
診
療
所
に
つ
い
て
も
判
断

し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
特
定
健
診

は
集
団
健
診
と
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

育
児
の
不
安
解
消
を
目
指
し
、
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
家
庭
を

保
健
師
が
訪
問
す
る「
乳
児
家
庭
全
戸

訪
問
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
、
乳
幼
児
健
診
や
予
防
接

種
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
事
業
を
継

続
し
、
疾
病
の
予
防
、
異
常
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
、
児
童
虐
待
防
止
に

つ
な
げ
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
14
回
に

増
え
た
妊
婦
健
康
診
査
助
成
事
業
も

継
続
し
、
安
全
に
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
学
年
の
拡
充

を
実
現
さ
せ
、
共
働
き
世
帯
の
子
育
て

も
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
を
対
象
に
、
子
ど
も
手
当
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
円

滑
な
支
給
業
務
推
進
を
心
が
け
て
い

き
ま
す
。
な
お「
第
一
保
育
所
」に
つ
い

て
は
、
民
営
化
の
方
向
で
保
護
者
や
地

元
の
み
な
さ
ん
と
協
議
を
重
ね
、
早
期

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
要
介

護
・
要
支
援
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
事
業
等

の
実
施
を
と
お
し
て
、
健
康
で
長
生
き

で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

障
害
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
な
ど

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
町

内
循
環
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
町
が
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
も
、
委
託
業
務
内
容
や
助
成
措

置
等
の
見
直
し
を
定
期
的
に
行
い
、
社

協
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
19
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
人

権
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」

を
基
本
と
し
、
福
智
町
か
ら
一
切
の
差

別
を
な
く
す
取
り
組
み
を
、
着
実
に

進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
ふ
れ
あ

い
交
流
事
業（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
）の
町
内
全
域
で
の
実
施
や
、
人
権

を
基
盤
と
し
た
地
域
の
教
育
力
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。
こ
れ
ら
が
地
域
ご
と
の
相
互
扶
助

の
気
運
を
醸
成
し
、
町
全
体
の
発
展
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

町
内
小
中
学
校
で
の
少
人
数
授
業

の
実
施
や
読
書
環
境
の
充
実
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
面
の
確
保
な
ど
、
本

年
度
も
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
教

育
条
件
の
整
備
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
の
可
否
に

つ
い
て
も
検
討
し
、
多
面
的
な
教
育
施

策
の
推
進
を
図
る
つ
も
り
で
す
。
あ
わ

せ
て
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
校
舎
な

ど
の
耐
震
調
査
や
改
築
工
事
も
、
計

画
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
日
々
の
生
活
を
心
豊
か

に
過
ご
す
た
め
に
は
、
文
化
面
の
環
境

整
備
が
必
要
で
す
。
多
く
の
か
た
か
ら

町
立
図
書
館
が
ほ
し
い
と
い
う
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
既
存
施
設
を
活

用
し
、
お
応
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
町
内
各
所
に
存
在
し
て

い
る
貴
重
な
文
化
的
資
源
の
有
効
活

用
を
図
り
な
が
ら
、
文
化
の
香
り
高
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
営
住
宅

水
道
事
業

ご
み
処
理

健
康
保
険

医
療
・
介
護

町
立
診
療
所

出
産
・
育
児
・
保
育

福
祉

人
権
尊
重

教
育

文
化

浦田 弘二 福智町長
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一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
１
１
５
億
９
千

７
１
８
万
円
で
し
た
が
、今
回
の
補
正
予
算
額
35
億

２
０
７
万
円
を
加
え
た
額
１
５
０
億
９
千
９
２
５
万

円
が
通
年
予
算
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
度

の
当
初
予
算
額
と
比
べ
る
と
３
億
７
千
６
５
９
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
国
、
地
方
が
一
体

と
な
っ
て
景
気
を
着
実
に
回
復
さ
せ
る
と
と
も

に
、
将
来
の
安
定
的
な
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く

予
算
と
な
る
よ
う
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
活
気
を
生
み
出
す
た
め
の
町

独
自
事
業
に
加
え
、
国
の
政
策
も
織
り
込
ん
だ

編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
１
５
０
億
９
千
９
２
５
万
円
を
使

い
み
ち（
目
的
）別
に
見
る
と
、
高
齢
者
や
障
害

者
、
子
ど
も
た
ち
の
福
祉
費
、
子
ど
も
手
当
な

ど
に
あ
て
ら
れ
る
民
生
費
が
全
体
の
約
28
％
、

42
億
円
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
の
借
金
な
ど
を
償
還
す
る
公
債
費
は
、
約

17
％
、
25
億
８
千
万
円
必
要
で
す
。
予
算
の
約

20
％
を
占
め
る
土
木
費
の
中
の
60
％
は
、
公
営

住
宅
の
建
替
え
事
業
で
す
。
本
年
度
は
平
原
住

宅
、
上
の
原
団
地
、
立
岩
団
地
の
建
替
え
工
事

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
の
主
な
事
業

と
し
て
は
、
小
中
学
校
の
施
設
整
備
費（
屋
内
運

動
場
耐
力
度
調
査
や
測
量
・
地
質
調
査
な
ど
）が

８
千
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協
会
の
助
成
で

５
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る「
上
野
焼
と
童
謡
の

里
づ
く
り
事
業
」で
は
、
上
野
出
身
の
童
謡
作
曲

家
・
河
村
光
陽
と
国
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
・
上

野
焼
の
イ
メ
ー
ジ
を
融
合
さ
せ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
設
置
し
、
町
が
誇
る
文
化
と
伝
統
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出

を
図
り
ま
す
。

骨
格
予
算
が
肉
付
け
さ
れ
通
年
予
算
へ

　

町
長
選
挙
の
た
め
、
平
成
22
年
度
当
初
予
算
は

経
常
的
経
費
や
事
業
経
費
の
み
に
抑
え
ら
れ
た
骨

格
予
算
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
政
策
的
、
投

資
的
経
費
を
含
む
補
正
予
算
が
６
月
定
例
議
会

で
可
決
さ
れ
、
通
年
予
算
が
確
定
し
ま
し
た
。

用
語
説
明

一般会計歳出【性質別グラフ】 特別会計予算一般会計歳入一般会計歳出【目的別グラフ】

平
成
22
年
度

町
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
限
ら
れ
た
財

源
を
有
効
活
用
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
わ
た
し
た
ち
の
税
金
は
ど

う
生
か
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
平
成
22
年
度

予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

まちの動き 2010

【
一
般
会
計
と
特
別
会
計
】

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
う
ち
「
一
般
会

計
」
は
基
本
的
・
全
般
的
な
経
費
を
経
理
す
る

会
計
で
、「
特
別
会
計
」
は
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
、
特
定
の
歳
入
・
歳
出
を
一
般
会
計

と
区
分
し
て
経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

【
歳
入
】

▼
町
税
…
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く「
町

　

民
税
」、「
固
定
資
産
税
」、「
た
ば
こ
税
」、「
軽

　

自
動
車
税
」な
ど
の
税
金
で
す
。

▼
地
方
交
付
税
…
市
町
村
の
財
政
力
に
応
じ
て

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で「
普
通
交
付
税
」

　

と「
特
別
交
付
税
」が
あ
り
ま
す
。「
地
方
交

　

付
税
」は
、
団
体
間
の
財
政
力
の
不
均
衡
を

　

な
く
し
、
ど
の
住
民
に
も
一
定
の
行
政
サ
ー

　

ビ
ス
が
行
え
る
よ
う
、
国
税（
所
得
税
、
法
人

　

税
、
酒
税
、
消
費
税
及
び
た
ば
こ
税
）と
し
て

　

集
め
ら
れ
た
財
源
の
う
ち
一
定
割
合
の
額
を
、

　

地
方
公
共
団
体
に
再
配
分
す
る
も
の
で
す
。

▼
町
債
…
町
の
借
入
金（
借
金
）で
償
還
が
２
年

　

以
上
に
わ
た
る
も
の
で
す
。
公
共
施
設
建
設

　

の
よ
う
に
一
時
的
に
多
額
の
経
費
を
必
要
と

　

し
、
か
つ
長
期
間
に
わ
た
っ
て
利
用
で
き
る

　

も
の
の
財
源
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

▼
国
庫
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特
定
の
事
業

　

に
対
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
国

　

庫
負
担
金
、
国
庫
補
助
金
、
国
庫
委
託
金
の

　

３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

▼
県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
事
業
に
対
し
て

　

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
通
常
は
使
途

　

が
特
定
さ
れ
ま
す
。

▼
繰
入
金
…
積
立
金（
基
金
）の
取
り
崩
し
金
や

　

他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

【
目
的
別
歳
出
】 

　

地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
業
を
目
的
別
に
分

類
す
る
も
の
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や
行

政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
議
会
費
…
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費
で
す
。 

▼
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に
関
す
る

　

経
費
で
す
。 

▼
民
生
費
…
障
害
者
、
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉

　

の
充
実
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
経
費
で
す
。 

▼
衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、
健
康
増

　

進
な
ど
の
経
費
で
す
。 

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
振
興
た
め
の
支
援

　

や
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の
経
費
で
す
。 

▼
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た
め
の

　

経
費
で
す
。 

▼
土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
公
園
、
施
設
建
設

　

な
ど
社
会
資
本
整
備
の
た
め
の
経
費
で
す
。 

▼
教
育
費
…
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
の
充
実
、
文

　

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費
で
す
。

▼
公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
た
お
金

　
（
町
債
）の
元
金
・
利
子
や
一
時
借
入
金
の
利

　

子
を
支
払
う
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
諸
支
出
金
…
他
の
支
出
科
目
に
含
ま
れ
な
い

　

経
費
を
ま
と
め
た
科
目
で
す
。
各
種
基
金
へ

　

の
積
立
金
、
土
地
取
得
費
等
が
あ
り
ま
す
。 

▼
予
備
費
…
予
算
編
成
の
際
、
予
期
し
な
か
っ

　

た
支
出
に
対
応
す
る
た
め
の
科
目
で
す
。

【
性
質
別
歳
出
】 

　

地
方
公
共
団
体
の
経
費
を
性
質
別
に
分
類
す

る
も
の
で
、
義
務
的
経
費
、
投
資
的
経
費
、
そ
の

他
の
経
費
に
区
分
で
き
ま
す
。
義
務
的
経
費
は

支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
経
費
で
、
投
資
的

経
費
は
行
政
水
準
の
向
上
に
か
か
る
経
費
で
す
。

▼
人
件
費
…
議
員
報
酬
、
職
員
給
与
な
ど
で
す
。

▼
物
件
費
…
賃
金
、
旅
費
、
交
際
費
、
需
用
費

　

な
ど
消
費
的
性
質
を
も
つ
経
費
で
す
。

▼
維
持
補
修
費
…
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を
管

　

理
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
で
す
。

▼
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
高

　

齢
者
、
児
童
、
心
身
障
害
者
な
ど
に
対
し
て

　

行
う
支
援
の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
補
助
費
等
…
町
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対
し

　

て
行
政
上
の
目
的
か
ら
支
払
う
経
費
で
す
。

　

報
償
費（
講
師
謝
金
等
）、
役
務
費（
保
険
料

　

等
）、
負
担
金
・
補
助
金
及
び
交
付
金（
助
成

　

金
等
）な
ど
が
該
当
し
ま
す
。 

▼
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共
施
設
の
新

　

増
設
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費
で
す
。 

▼
災
害
復
旧
事
業
費
…
災
害
で
被
災
し
た
施
設

　

な
ど
を
復
旧
す
る
の
た
め
の
経
費
で
す
。 

▼
失
業
対
策
事
業
費
…
臨
時
的
に
就
職
の
機
会

　

を
与
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
建
設
事
業
な
ど

　

を
行
う
た
め
の
経
費
で
す
。 

▼
公
債
費
…
町
の
借
金
な
ど
を
償
還
す
る
た
め

　

の
経
費
で
す
。

▼
積
立
金
…
財
政
運
営
を
計
画
的
に
す
る
た
め

　

財
源
変
動
に
備
え
て
積
立
て
る
経
費
で
す
。 

▼
繰
出
金
…
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
と

　

の
間
で
、
相
互
に
資
金
運
用
を
す
る
た
め
の

　

経
費
で
す
。

町税
15億890万円

（10.0%）

使用料・手数料
4億 6,194万円

（3.1%）

分担金・負担金
1億8,293万円

（1.2%）

財産収入
1億5,499万円

（1.0%）

諸収入
5億1,630万円

（3.4%）

地方譲与税
1億1,200万円

（0.8%）

地方消費税交付金
１億7,000万円

（1.1%）

地方交付税
56億1,300万円

（37.2%）

国庫出金
19億9,172万円

（13.2%）

県支出金
11億3,297万円

（7.5%）

町債
26億5,530万円

（17.6%）

地方特例交付金…4,100万円（0.3%）
自動車取得税交付金…4,000万円（0.3%）
利子割交付金ほか…1398万円

歳入

150億
9,925万円

義務的経費（47.1％）
投資的経費（26.7％）

議会費　1億2,565 万円（0.8%）

総務費　12 億7,724 万円（8.5%）

民生費　42 億231万円（27.8%）

衛生費　10 億119 万円（6.6%）

労働費　4 億337 万円（2.7%）
農林水産費　3 億9,908 万円（2.7%）

商工費　8,864 万円（0.6%）

土木費　29 億9,397 万円（19.8%）

消防費　3 億4,550 万円（2.3%）

教育費　10 億9,101万円（7.2%）

災害復旧費　3 億1,468 万円（2.1%）

公債費　25 億8,845 万円（17.1%）

諸支出金・予備費　2 億6,816 万円（1.8%）

人件費
24億762万円

（15.9%）

扶助費
21億2,327万円

（14.1%）

公債費
25億8,845万円

（17.1%）

普通建設事業費
33億1,519万円

（22.0%）

災害復旧事業費
3億1,468万円

（2.1%）

失業対策事業費
3億8,710万円

（2.6%）

物件費
12億789万円

（8.0%）

維持補修費
2億4,470万円

（1.6%）

補助費等
12億
　9,877万円
　　　（8.6%）

基金積立金
2億2,697万円

（1.5%） 繰出金
8億
2,859万円
　（5.5%）

投資・出資・貸付金
1億3,602万円

（0.9%）

予備費
2,000万円

（0.1%）

特別会計 予算等金額

後期高齢者医療特別会計   2 億 9,959 万円

老人保健特別会計           550 万円

国民健康保険福智町立
診療所事業特別会計   10 億 668 万円

同和地区住宅新築資金等
貸付事業特別会計   1 億 9,109 万円

国民健康保険事業
特別会計 37 億 2,441 万円

田川郡町村公平委員会特別会計           107 万円

水道事業会計

収益的収入   5 億 6,643 万円

収益的支出   5 億 6,643 万円

資本的収入   1 億 1,679 万円

資本的支出   2億 4,247 万円

繰入
金（3.3%）

5億
422
万円

自主財源（22.0％）
依存財源（78.0％）

歳出

150億
9,925万円



89

住民課
中村 歩

福祉課
池田 美幸 税務課

浦田 知枝

《
町
長
部
局
》

《
課
長
》

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長　

森
藤 

百
合
子
（
税
務
課
長
）

財
政
課
長　

森 

美
津
雄
（
住
民
課
主
幹
か
ら
昇
格
）

税
務
課
長　

村
田 

義
美
（
方
城
診
療
所
事
務
長
兼
方
城
支
所
長
）

住
民
課
長　

田
丸 

孝
司
（
財
政
課
長
）

保
健
課
長　

太
田 

哲
也
（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）

農
政
課
長　

山
口 

忠
秋
（
住
民
課
長
）

方
城
診
療
所
事
務
長
兼
方
城
支
所
長　

松
井 

清
司
（
産
業
振
興
課
長
）

学
校
教
育
課
長　

中
山 

安
雄
（
建
設
課
主
幹
か
ら
昇
格
）

《
主
幹
》

総
務
課
主
幹　

深
見 

健
児
（
総
務
課 

庶
務
係
長
か
ら
昇
格
）

住
民
課
主
幹（
保
険
係
長
兼
務
）
　

原
口 

慎
一
郎
（
生
涯
学
習
課
主
幹
）

福
祉
課
主
幹　

朝
部 

信
恵
（
企
画
課 

広
報
・
広
聴
係
長
か
ら
昇
格
）

建
設
課
主
幹　

森
野 

和
彦
（
建
設
課 

土
木
係
長
か
ら
昇
格
）

《
係
長
》

総
務
課 

庶
務
係
長　

西 

頼
子
（
住
宅
課 

住
宅
係
長
）

総
務
課 

広
報
・
広
聴
係
長　

森
本 

潤
子
（
総
務
課 

人
事
係
長
）

財
政
課 

管
財
・
国
土
調
査
係
長　

植
田 

秋
彦
（
税
務
課 

徴
収
係
長
）

企
画
振
興
課 

企
画
振
興
係
長　

高
本 

武
志
（
産
業
振
興
課 

産
業
商
工
係
長
）

税
務
課 

徴
収
係
長　

立
花 

繁
樹
（
水
道
課 

業
務
係
長
）

人
権
・
同
和
対
策
課 

人
権
・
同
和
対
策
係
長　

倉
石 

勝
朝
（
赤
池
支
所 

保
険
・
福
祉
係
長
）

保
健
課 

保
健
係
長　

伊
藤 

俊
之
（
コ
ス
モ
ス
診
療
所 

主
任
検
査
技
師
）

建
設
課 

庶
務
係
長　

仲
村 

正
一
郎
（
財
政
課 

管
財
・
国
土
調
査
係
長
）

水
道
課 

業
務
係
長　

田
中 

朋
之
（
水
道
課
主
査
か
ら
昇
格
）

赤
池
支
所 

保
険
・
福
祉
係
長　

木
村 

長
徳
（
人
権
・
同
和
対
策
課 

人
権
・
同
和
対
策
係
長
）

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係
長　

中
尾 

勉
（
生
涯
学
習
課 

公
民
館
係
長
）

《
係
》
※
主
査
以
下
は
課
ご
と
の
配
置
。

総
務
課 

主
任
主
事　

村
上 

幸
司
（
税
務
課 

賦
課
係
）

総
務
課 

主
任
主
事　

永
沼 

朱
実
（
学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係
）

総
務
課 

主
事　

日
吉 

由
香
（
企
画
課 

広
報
・
広
聴
係
）

総
務
課 

主
事　

久
原 

拓
也
（
税
務
課 

徴
収
係
）

財
政
課 
主
任
主
事　

山
尾 

淳
（
保
健
課 

保
健
係
）

税
務
課 
主
査　

白
石 

輝
彦
（
総
務
課 

庶
務
係
）

住
民
課 

主
任
主
事　

楠
木 
み
ず
ほ
（
方
城
支
所 

保
険
・
福
祉
係
）

住
民
課 

看
護
師　

松
本 

登
志
江
（
コ
ス
モ
ス
診
療
所
）

人
権
・
同
和
対
策
課 

主
査　

野
村 
和
貴
（
コ
ス
モ
ス
診
療
所 

庶
務
係
）

人
権
・
同
和
対
策
課 

作
業
療
法
士　

ビ
ス
タ 
由
美
子
（
コ
ス
モ
ス
診
療
所
）

人
権
・
同
和
対
策
課 

看
護
師　

市
川 

ユ
ミ
（
コ
ス
モ
ス
診
療
所
）

人
権
・
同
和
対
策
課 

看
護
師　

村
上 

悦
子
（
コ
ス
モ
ス
診
療
所
）

福
祉
課 

主
事　

片
岡 

か
な
え
（
住
民
課 

住
民
係
）

福
祉
課 

看
護
師　

小
屋
敷 

良
香
（
コ
ス
モ
ス
診
療
所
）

農
政
課 

主
査　

林
田 

美
生
子
（
人
権
・
同
和
対
策
課 

隣
保
館
係
）

農
政
課 

主
事　

白
川 

督
信
（
住
民
課 

環
境
衛
生
係
）

農
政
課 

主
事　

赤
金 

信
也
（
建
設
課 

労
働
係
）

建
設
課 

主
査　

若
林 

友
克
（
住
宅
課 

建
築
係
）

住
宅
課 

主
査　

並
川 

昌
太
郎
（
企
画
課 

広
報
・
広
聴
係
）

住
宅
課 

主
任
主
事　

犬
丸 

且
久
（
産
業
振
興
課 

産
業
商
工
係
）

住
宅
課 

主
任
主
事　

山
邉 

大
地
（
生
涯
学
習
課 

社
会
体
育
係
）

赤
池
支
所 

主
事　

磯
崎 

伸
也
（
福
祉
課 

介
護
保
険
係
）

方
城
支
所 

主
査　

園
田 

英
樹
（
産
業
振
興
課 

農
業
林
務
係
）

学
校
教
育
課 

主
査　

徳
永 

佳
代
子
（
赤
池
支
所 

庶
務
係
）

生
涯
学
習
課 

主
事　

桑
野 

清
一
（
住
宅
課 

住
宅
係
）

藤
林
俊
文

議
会
係

議
会
事
務
局

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
福
智
町
で
は
７
月
１
日
付
で

機
構
の
見
直
し
と
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
名
前
は
各
課
長（
町
立
保
育
所
は
所
長
）で
す
。

変
更
点
1
▼「
広
報
・
広
聴
係
」が「
企
画
課
」か
ら「
総
務
課
」に
移
動
。

変
更
点
2
▼「
企
画
課
」を「
企
画
振
興
課
」と
し「
企
画
観
光
係
」を「
企
画
振
興
係
」と
す
る
。

変
更
点
3
▼「
産
業
振
興
課
」を「
農
政
課
」と
し「
農
業
林
務
係
」を「
農
政
係
」と
す
る
。「
産

　
　
　
　
　

業
・
商
工
係
」は
廃
止
し
、
業
務
を「
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係
」が
行
う
。

行
政
組
織
図

※
昇
格
・
異
動
が
あ
っ
た
人
の
み
掲
載
。（　
　

）は
前
職
。

職
員
人
事
異
動

まちの動き 2010

【第１次試験日】

１０月１７日日 １０時～（受付９時～）

試験方法▶教養科目および事務適正検査
※ 建築技術職・土木技術職は専門試験あり。

【第１次試験会場】
福智町役場本庁舎（一般事務Ａは方城支所）

【試験区分・受験資格】
❶ 一般事務Ａ（大卒程度）／２名程度
昭和58 年４月２日～平成元年４月１日生まれで、４年
生大学を卒業または平成23 年３月に卒業見込みの者

❷ 一般事務Ｂ（高卒程度）／２名程度
昭和 62 年４月２日～平成５年４月１日生まれの者

（一般事務 A の該当者は受験できません）

❸ 建築技術職／１名程度
昭和 45 年４月２日以降生まれで、２級建築士以上
の資格を有し、平成 22 年３月末までに民間勤務経
験が通算で５年以上の者

❹ 土木技術職／１名程度
昭和 45 年４月２日以降生まれの者で、２級土木施
行管理技士以上の資格を有し、平成 22 年３月末ま
でに民間勤務経験が通算で５年以上の者

【申込受付期間】

８月９日月～９月１０日金
（土･日を除く、8時30分～17時15分）

【試験申込方法】
申込用紙に記入し、9月10日までに役場総務課

（本庁舎３階）へ持参または郵送してください。
試験要項・申込用紙は、役場総務課で配布しま
す。福智町公式ホームページか
らもダウンロードできます。くわ
しくはお問い合わせください。

問 役場総務課人事係
　 ☎ 22-0555

町 職 員 採 用 試 験 出
納
室

森
藤
百
合
子

会
計
係

財
政
課

森
美
津
雄

財
政
係

指
導
調
整
係

管
財
・
国
土
調
査
係

総
務
課

長
谷
川
浩

広
報
・
広
聴
係

人
事
係

庶
務
係

住
民
課

田
丸
孝
司

住
民
係

環
境
衛
生
係

保
険
係

人
権・同
和
対
策
課
瓜
生
正
廣

人
権
・
同
和
対
策
係

隣
保
館
係

保
健
課

太
田
哲
也

保
健
係

農
政
課

山
口
忠
秋

農
政
係

建
設
課

平
島
新
雄

土
木
係

労
働
係

維
持
係

農
業
土
木
係

住
宅
課

白
石
敏
幸

建
築
係

住
宅
係

水
道
課

香
月
強

業
務
係

工
務
係

赤
池
支
所

松
岡
周
二

住
民
・
庶
務
係

保
険
・
福
祉
係

方
城
支
所

松
井
清
司

住
民
・
庶
務
係

保
険
・
福
祉
係

コ
ス
モ
ス
診
療
所

松
岡
周
二

庶
務
・
医
事
係

方
城
診
療
所

松
井
清
司

庶
務
・
医
事
係

《
教
育
委
員
会
》

川
嶋
良
弘

企
画
振
興
課

企
画
振
興
係

電
算
・
地
域
情
報
係

賦
課
係

徴
収
係

収
納
対
策
係

税
務
課

村
田
義
美
・
植
高
悦
憲

福
祉
課

田
中
敏
明

神
崎
保
育
所

松
本
美
千
代

第
一
保
育
所

上
田
和
子

中
央
保
育
所

税
田
喜
代
香

福
祉
係

介
護
保
険
係

老
人
ホ
ー
ム

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

児
童
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
課
辻
村
哲
弥

人
権
・
同
和
教
育
係

公
民
館
係

社
会
体
育
係

社
会
教
育
係

学
校
教
育
課
田
村
一
人
・
中
山

安
雄
・
中
川
和
親

学
校
教
育
係

学
校
給
食
係

※
赤
池
支
所
長
と
コ
ス
モ
ス
診
療
所
事
務
長
、
方
城
支
所

　

長
と
方
城
診
療
所
事
務
長
は
兼
任
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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年
一
回
の
健
診
で
一
年
間
の
安
心
を

今
回
は
、
10
月
に
行
わ
れ
る
方
城
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

健
診
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
！

※ 対象年齢であれば、P.12 のがん、骨粗しょう症、肝
　 炎ウイルス検診の中から、受けたい項目を選んで受け
　ることができます。
※同じ項目を１年間で重複して受けることはできません。
※過去のがん検診で「要精密」となった人で、まだ受診
　されていない人は、直接医療機関を受診してください。

がん 骨粗しょう症
肝炎ウイルス

がん、骨粗しょう症、肝炎ウイルス検診は、加入
している健康保険に関係なく受けられます。本年
度の「町が実施するがん等検診」の申し込みは今
回が最後。この機会にぜひお申し込みください。

▶国保健診の受診対象者について
来年の3月31日までに40歳になる人も受診できます。
来年の3月31日までに75歳になる人は、誕生日前日ま
では国保健診を受診できますが、誕生日当日以降は後期
高齢者医療に加入となり、国保健診は受診できません。

▶国保健診の受診方法
 　町が行う「国保健診」を受診
受診料：一律 500 円
※がん検診など（別途料金が必要）も一緒に受診できます。

 　指定実施医療機関での受診
指定医療機関（受診場所）は、6月に
受診券と一緒にお送りした「医療機
関名簿」でご確認ください。
受診期間：平成23年1月31日まで
受診料：一律 1,000 円

医療保険者が指定する健診機関での受診となります。詳
しくは加入している医療保険者へお問い合わせください。

問福智町役場住民課保険係 ☎22-7761

40～74歳で、平成22年4月1日から継続して国民健
康保険に加入している人は、P.12 の「国保健診」または
田川医師会が指定する医療機関で基本項目を受診でき
ます。該当者には6月に受診券を送付しています。受診
の際には「受診券」と「保険証」を必ずご持参ください。

基本項目
問診や診察、身体計測、血圧、血液検査、尿検査
などの基本的な項目は、加入している健康保険
によって受診場所や申し込み先がそれぞれ異な
ります。よくご確認の上、お申し込みください。

40歳以上であれば、P.12 の「基本健診」を無料で受診で
きます。受診の際には「診療依頼書」をご持参ください。

問後期高齢者医療広域連合 ☎092-651-3111

75歳以上および一定の障害で該当する65歳以上の加
入者に対しては、広域連合から健診の案内を送付します。
案内に従って実施医療機関に直接お申し込みください。

国民健康保険以外の健康保険に加入している人

福岡県後期高齢者医療保険に加入している人

生活保護受給者で健康保険に加入していない人

国民健康保険加入者（4月1日から継続して加入）

がん検診の注意点

次のいずれかに該当する人は、「がん検診」「骨粗しょう症
検診」「肝炎ウイルス検診」の受診料が無料になります。

　生活保護受給者
>当日「診療依頼書」をご持参ください。

　町民税非課税世帯に属する人
>所得状況を申告していない人は、税情報の確認ができ
　ないため受診料は有料となります。
※平成22年1月1日に町外に住んでいた人は、そちらの市町村で
　「非課税世帯証明」を取得し、当日ご持参ください。

　 65～69歳の後期高齢者医療受給者
>一定の障害があり、後期高齢者医療に加入している人
　は、当日「後期高齢者医療保険証」をご持参ください。

　 70歳以上の人

　無料クーポン券を持っている人
>「子宮がん検診無料クーポン券」「乳がん検診無料クー
　ポン券」を持っている人は、検診当日にご持参くださ
　い。該当する検診を無料で受けることができます。
※クーポン券は国の「女性特有のがん対策」として、一定年齢の女
　性を対象に６月に送付しました。詳しくは P.14をご覧ください。

次の人はがん等検診料が無料になります

町の健診では、こんな検査を
行います！

国保健診・基本健診
身体計測（身長・体重・腹囲）、血圧測定、医師による診察、
尿検査、採血などを行い、生活習慣病の危険性などを調べます。

尿検査で分かること…尿糖、尿蛋白、尿潜血
採血で分かること…中性脂肪、HDLコレステロール、AST（GOT）、ALT（GPT）、γ-GT

（γ-GTP）、尿酸、血糖、HbA1C、クレアチニン

貧血検査（採血）▶貧血の既往がある場合や医師の診断で検査を実施。

心電図・眼底検査 ▶前年度の結果が一定の基準に該当した場合に実施。

肺がん検診
レントゲン検査▶肺全体をレントゲンで撮影します。

喀痰検査▶事前にお渡しする容器に３日分の痰を採り、
健診当日に提出してください。痰にがん細胞が混ざって
ないかを調べます。

胃がん検診
バリウム（造影剤）と発泡剤（胃を膨らませる薬）を
飲み、レントゲンで胃の形や粘膜を観察します。

乳がん検診
マンモグラフィ（乳腺専用のレントゲン）▶透明のプラス
チック板で乳房をはさんで圧迫し、レントゲン撮影します。

視触診▶左右の乳房に差がないか、胸のしこりやひきつれがないかなど
を確認します。脇の下も触って、リンパ腺のはれがないかを調べます。

子宮がん検診
子宮頚部の表面（粘膜）を綿棒で軽くこすりとって細胞を
顕微鏡で調べます。検査は生理中を避けて行いましょう。

骨粗しょう症検診
いすに座り、裸足でかかとの骨の強さを超音波で調べます。

大腸がん検診
事前にプラスチックの棒がついた容器を渡します。
２日分の便の表面を棒でまんべんなくこすりとり、
当日提出してください。便に血が混じってないかなど、
大腸内の出血の有無を調べます。

肝炎ウイルス検診
B 型・C 型肝炎ウイルスに感染しているかどうかを、採血
で判断します。肝炎ウイルス検診の受診希望者で、国保
健診や基本健診を受診する場合は、同時に採血します。

検査項目と検査方法

今回の健診は方城保健センターで行います！

問コスモス保健センター ☎28-9500
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▶料金は、健診当日会場でいただきます。できるだけおつりの出ないようご準備をお願いします。

8月31日火（当日消印有効）
※受診希望者のみ期間内にはがきを投函してください。
※ 8月31日火を過ぎた場合は電話でお申し込みください。

>はがきの記入方法

　 住所、電話番号、氏名、フリガナ、性別、生年月日、年
　 齢（平成23年3月31日現在の年齢）をご記入ください。
　 連絡のため、必ず電話番号の記入をお願いします。

　 午前中か午後の健診を選んでください。

　 受診を希望する日を1つ 選んで○をつけてください。

　 受付希望時間に○をつけてください。希望の多い受付
　 時間は、申し込みの先着順となります。

　 受けたい健診項目に○をつけてください。対象年齢な
　どを、右のページでよくご確認ください。

　 記入漏れがないかご確認後、点線をはさみで切り取り、
　 切手をはらずにそのままポストに投函してください。

　

申
込
内
容
を
参
考
に
受
診
日
な
ど
を
決

定
し
、
健
診
日
の
7
日
前
ま
で
に
健
診
セ
ッ

ト
を
自
宅
に
送
付
し
ま
す
。

>はがきの申込期限

受
付
時
間
▼
8
時
40
分
～
11
時
15
分

※
受
付
時
間
は
、申
し
込
み
の
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

 

3
電
話
で
の
申
し
込
み

 

2
は
が
き
で
の
申
し
込
み

▼
8
月
31
日
火
ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

　

左
の
は
が
き
に
記
入
し
、
投
函
く
だ
さ
い
。

※「
喀
痰
検
査
」の
み
は
が
き
で
は
申
し
込
み
で
き
ま

　

せ
ん
の
で
、
コ
ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
２
８-

　

９
５
０
０
）ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
9
月
1
日
水
～
10
月
15
日
金

　

は
が
き
申
し
込
み
締
め
切
り
後
は
、
コ
ス

モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
２
８-

９
５
０
０
）ま

で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
６
月
送
付
の「
ク
ー
ポ
ン
券
」に
記
載
し
た
日
時

　

か
ら
変
更
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

∨検査項目 ∨検査内容 ∨対象　※年齢の基準日は平成23年3月31日 ∨料金

国保健診 ★注1 問診、身体測定、腹囲測定、診察、
血液検査、血圧、尿検査など

国民健康保険加入者（平成22年 4月1日時点）で、
40歳～74歳の男女 500 円

基本健診 ★注1 問診、身体測定、腹囲測定、診察、
血液検査、血圧、尿検査など

保険に加入していない生活保護受給者で、
40歳以上の男女 無料

肺がん検診

1 胸部レントゲン検査 40歳以上の男女 300 円

2 喀痰検査（3日分）
⇨ 電話でお申し込みください。はがき不可。
⇨ 右の❶または❷に該当する人が対象。
⇨ 必ず胸部レントゲン検査も受けてください。

❶ 50歳以上で「1 日喫煙本数×喫煙年数」
　 が600以上の人
❷ 40歳以上で、半年以内に血痰のあった人

900 円

胃がん検診 バリウムによる胃部レントゲン撮影 40歳以上の男女 1000 円

大腸がん検診 検便（2日分） 40歳以上の男女 500 円

乳がん検診
⇨2 年に 1 回

乳房レントゲン検査、視触診
⇨ 国の方針に基づき本年度から乳がん検診の検
査内容を「超音波」から「視触診」に変更しています。

40歳以上の女性
※去年受けた人は対象外
※妊娠中の人、水頭症シャント術をしている人、乳房
　豊胸術をしている人、ペースメーカーを装着してい
　る人は受けられません。

1900 円

子宮がん検診
⇨2 年に 1 回 子宮頚部細胞診検査 20歳以上の女性

※去年受けた人は対象外
900 円

骨粗しょう症検診 ★注2 骨密度測定 基準日に40、45、50、55、60、65、70歳の女性 900 円

肝炎ウイルス検診 ★注3

⇨一生に 1 回
Ｂ型・Ｃ型肝炎の血液検査。国保健診、基
本健診の血液検査時、一緒に採血します。

40歳～78歳の男女（昭和7年
4月1日～昭和46年3月31 日生）

※過去に肝炎ウイルス検診を受け
　たことがある人、現在肝炎治療
　中の人は対象外。

Ｂ型＋Ｃ型 1000 円

Ｃ型のみ 700 円

Ｂ型のみ 300 円

★注1 心電図・眼底・貧血検査について

国保健診・基本健診を受けた人で、次に該当する人は「貧血検査」「心電図」「眼底検査」を受けることができます。追加料金はかかりません。
【心電図・眼底検査】前年度の結果が❶～❹すべてに該当する人。❶血糖：空腹時血糖100mg/dl 以上または HbA1C5.2％以上　❷脂質：中性脂肪150mg/dl 以
上または HDL-cho 40mg/dl 未満　❸血圧：収縮期130mmHg または拡張期85mmHg 以上　❹肥満：腹囲が男性で85cm女性で90cm以上または BMI25以上

【貧血検査】貧血の既往歴がある場合や、医師から必要と認められた場合。

※
65
歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
な

　

い
人
へ
は「
介
護
予
防
に
関
す
る
調
査
票
」を
送
付
。

 

4
申
し
込
み
後
は
…

 
1
健
診
の
受
付
日
時

【
乳
が
ん
検
診
受
付
時
間
】

22
日
㊎
・
25
日
㊊
▼
８
時
40
分
～
13
時
15
分

23
日
㊏
・
24
日
㊐
▼
８
時
40
分
～
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

 

14
時
～
15
時
30
分

【
子
宮
が
ん
検
診
受
付
時
間
】

22
日
㊎
・
25
日
㊊
▼
８
時
40
分
～
11
時
15
分

23
日
㊏
・
24
日
㊐
▼
８
時
40
分
～
11
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　

 

14
時
～
15
時
30
分

★注3 県の肝炎ウイルス検査について（無料）
町が行う肝炎ウイルス検診とは別に県が行う無料の検診もあります。申し込み、受診とも別途必要です。
申し込み方法や実施医療機関については、田川保健福祉事務所（☎42-9345）までお問い合わせください。

★注2 骨粗しょう症検診の対象年齢（生年月日）
40歳（昭和45年4月1日～昭和46年3月31日）／45歳（昭和40年4月1日～昭和41年3月31日）
50歳（昭和35年4月1日～昭和36年3月31日）／55歳（昭和30年4月1日～昭和31年3月31日）
60歳（昭和25年4月1日～昭和26年3月31日）／65歳（昭和20年4月1日～昭和21年3月31日）
70歳（昭和15年4月1日～昭和16年3月31日）

【平成22年度】 健診申込はがき方城会場
住　　所 福智町
電話番号 　　　　　　-

確認事項
申込みにあたり健診料金の算
定のために、医療・所得・介護状
況等について関係課に調査・問
い合わせすることに同意します。

申込みにあたり健診料金の算
定のために、医療・所得・介護状
況等について関係課に調査・問
い合わせすることに同意します。

フリガナ

氏　　名

性　　別 男 ・ 女 男 ・ 女

生年月日 Ｍ・Ｔ・Ｓ
年　　月　　日（　　）歳

Ｍ・Ｔ・Ｓ
年　　月　　日（　　）歳

① 午前の健診：午前の健診をご希望の場合は下記にご記入ください

健診希望日
1 つに○を

受付希望時間
1つに○を（※）

1：8時40分～9時45分
2：10時～11時15分

1：8時40分～9時45分
2：10時～11時15分

受けたい項目
すべてに○を

国保健診 基本健診 国保健診 基本健診
胸レントゲン 胃 胸レントゲン 胃

乳 子宮 乳 子宮
大腸 骨（女性） 大腸 骨（女性）

B型肝炎 C型肝炎 B型肝炎 C型肝炎

② 午後の健診：午後の健診をご希望の場合は下記にご記入ください

健診希望日
1 つに○を

受けたい項目
すべてに○を 乳 子宮 乳 子宮

受付希望時間
1つに○を（※）

1：14時～14時45分
2：15時～15時30分

1：14時～14時45分
2：15時～15時30分

※希望の多い受付時間は、申込の先着順です。
※乳がん検診の受付は、人数により11時30分～13時15分になる場合もあります。

10
  22金

10
  23土

10
  24日

10
  25月

10
  22金

10
  23土

10
  24日

10
  25月

10
  23土

10
  24日

10
  23土

10
  24日

【平成22年度】 健診申込はがき方城会場
住　　所 福智町
電話番号 　　　　　　-

確認事項
申込みにあたり健診料金の算
定のために、医療・所得・介護状
況等について関係課に調査・問
い合わせすることに同意します。

申込みにあたり健診料金の算
定のために、医療・所得・介護状
況等について関係課に調査・問
い合わせすることに同意します。

フリガナ

氏　　名

性　　別 男 ・ 女 男 ・ 女

生年月日 Ｍ・Ｔ・Ｓ
年　　月　　日（　　）歳

Ｍ・Ｔ・Ｓ
年　　月　　日（　　）歳

① 午前の健診：午前の健診をご希望の場合は下記にご記入ください

健診希望日
1 つに○を

受付希望時間
1つに○を（※）

1：8時40分～9時45分
2：10時～11時15分

1：8時40分～9時45分
2：10時～11時15分

受けたい項目
すべてに○を

国保健診 基本健診 国保健診 基本健診
胸レントゲン 胃 胸レントゲン 胃

乳 子宮 乳 子宮
大腸 骨（女性） 大腸 骨（女性）

B型肝炎 C型肝炎 B型肝炎 C型肝炎

② 午後の健診：午後の健診をご希望の場合は下記にご記入ください

健診希望日
1 つに○を

受けたい項目
すべてに○を 乳 子宮 乳 子宮

受付希望時間
1つに○を（※）

1：14時～14時45分
2：15時～15時30分

1：14時～14時45分
2：15時～15時30分

※希望の多い受付時間は、申込の先着順です。
※乳がん検診の受付は、人数により11時30分～13時15分になる場合もあります。

10
  22金

10
  23土

10
  24日

10
  25月

10
  22金

10
  23土

10
  24日

10
  25月

10
  23土

10
  24日

10
  23土

10
  24日

対象年齢はすべて
平成23年3月31日時点
の年齢になります。
お気をつけください！ 池

田
麻
由
美
保
健
師
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平成22年
10月21日まで

伊田支店
承 認

324

平成22年
10月21日まで

伊田支店
承 認

324

線に沿って切り取って記入漏れがないかご確認後、切手をはらずにそのままポストに投函してください。

8 2 5 8 7 9 0 8 2 5 8 7 9 0

現 在、日本人の3人に1人ががんで亡くなっており、男性の2
人に1人、女性の3人に1人が生涯のうちがんになるといわ

れています。「子宮がん」は女性のがんの中で最も多くみられるもの
で「乳がん」は近年、日本での発生率が増加しているがんです。医
学が進歩した今、がんは“治せる病気”になりました。特に進行して
いない初期の段階で発見し、適切な治療を行うことで、非常に高い
確率で治癒します。そこで国の「女性特有のがん対策」として、一
定の年齢の女性を対象に「がん検診無料クーポン券」が配布されま
した。この機会にぜひ、子宮がん・乳がん検診を受診してください。

子宮がん・乳がん検診

子宮がん・乳がん検診無料クーポン券配布対象者
平成22年4月20日時点で福智町に住民登録をしている次の年齢の女性（年齢基準日：平成22年4月1日）

20歳（平成元年4月2日～平成2年4月1日）　 ／25歳（昭和59年4月2日～昭和60年4月1日）
30歳（昭和54年4月2日～昭和55年4月1日）／35歳（昭和49年4月2日～昭和50年4月1日）
40歳（昭和44年4月2日～昭和45年4月1日） 

40歳（昭和44年4月2日～昭和45年4月1日）／45歳（昭和39年4月2日～昭和40年4月1日）　　　
50歳（昭和34年4月2日～昭和35年4月1日）／55歳（昭和29年4月2日～昭和30年4月1日）
60歳（昭和24年4月2日～昭和25年4月1日）

■町が実施する子宮がん・乳がん検診
　本年度の町実施のがん検診の申し込みは今回が最後です。対象
年齢であれば、子宮がん・乳がん検診以外の検診（▶P.12）も同時
に受診できるので、この機会にぜひお申し込みください。
※受診希望者は必ず事前の予約をお願いします。検診当日にクーポン券を
　持参しても、予約していなければ受診できない場合があります。

■各医療機関で受ける子宮がん・乳がん検診
　無料クーポン券で検診を受診できる期間は今年の12月末（医療
機関の診療日）までです。定員があるため、早めにご予約ください。

子宮がん検診

乳がん検診

●次に該当する人には、６月に「子宮がん検診無料クーポン券」を郵送しています。

●次に該当する人には、６月に「乳がん検診無料クーポン券」を郵送しています。

対象年齢の人は

受診無料！
無料クーポン券が
届いた人へ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

Medical health

8月16日から9月15日までの保健事業日程

8月18日 ㊌【7～8か月児健診】
7～8か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

8月19日 ㊍【ポリオ（小児マヒ）予防接種】
3～18か月児を対象（90か月まで接種可）

［会場］方城保健センター　［受付］13:20～14:20

8月20日 ㊎【健康相談】
健診結果や介護など相談希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:30～15:30

8月25日 ㊌【4～5か月児健診】
4～5か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

8月25日 ㊌【乳幼児相談】
2か月児と、身体計測や育児相談などの希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］14:30～15:00

9月2 日 ㊍【ポリオ（小児マヒ）予防接種】
3～18か月児を対象（90か月まで接種可）

［会場］方城保健センター　［受付］13:20～14:20

9月8日 ㊌【1歳6か月児健診】
1歳 6か月～1歳 7か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

9月9日 ㊍【もぐもぐ教室】（要予約）
4～10か月児を対象にした離乳食教室

［会場］コスモス保健センター　［受付］10:00～12:00

9月15日 ㊌【4～5か月児健診】
４～５か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

9月15日 ㊌【乳幼児相談】
2か月児と、身体計測や育児相談などの希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］14:30～15:00

問 コスモス保健センター　☎ 28-9500

●人口 25,274 人
　　　 前月比＋3 人
　　　 前年比－305 人
　男性　11,953 人
　女性　13,321 人
　　　 転入 83 人・転出 63 人
　　　 出生 10 人・死亡 27 人
●世帯 11,194 世帯
　　　 前月比＋12世帯
　　　 前年比－4 世帯
　　　 ※ 平成22年6月末現在（住民基本台帳人口）

● 固定資産税［２期］　8 月 2 日月 が納期限です
● 国民健康保険税［１期］　8 月 2 日月 が納期限です
● 国民健康保険税［２期］　8月31日火 が納期限です
● 町県民税［２期］　8月31日火 が納期限です

人のうごき（福智町の人口）

おさめて安心（税の納期限）

【飯塚市】

【大任町】

【添田町】

チクホーnet（近隣の催し）

Fukuchi town

Fukuoka
prefecture

42.04k㎡

お亡くなりになったみなさんのご冥福を、心より
お祈り申し上げます。 福智町長・福智町議会議長

弔電はひかえさせていただいています

ちくほ夏祭り
8月22日日 13：00 ～ 21：00
 （筑穂グラウンド）
福岡県のへそ（中心）にちなんで「へそダン
スコンテスト」などユニークなステージを展
開。お楽しみ抽選会や花火100発が打ち上が
るなど、楽しいイベントが盛りだくさんです。
問 筑穂公民館 ☎0948-72-2204
盆踊り花火大会
8月18日水  19：30～盆踊り ／　21：00 ～花火

（大任レインボーホール）
戦没者・物故者をとむらい、住民のふれあい
による明るいまちづくりを目指して、毎年恒
例大任町の夏の風物詩「盆踊り花火大会」が、
今年も開催されます。ぜひご参加ください。
問 大任町教育委員会　☎63-2242
九州交響楽団コンサート
9月10日金 19：00 開演

（添田町オークホール）入場料：2,000円
指揮▶堀俊輔 氏　ピアノ▶岡田将 氏
九州交響楽団による大迫力の生演
奏。プロのオーケストラが贈る名
曲の数々を、ぜひお楽しみください。
チケット（全席自由）はオークホール
などで好評発売中。ご購入はお早めに！
問 添田町オークホール ☎82-2559

雨天延期

➡日程が変更して
います

Holiday clinic

お盆休みも診療いたします！
診療日：8月14日㊏・15日㊐
　　　　 ※13日㊎の診療はありません。

受付時間：【外科】9:00～11:30、13:00～16:30
　　　　　【内科・小児科】上記の時間＋18:00～22:30
場所：田川メディカルセンター（田川市石炭・歴史博物館横）

問 田川地区休日救急医療センター　☎ 45-7199
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平成22年国勢調査

　

８
月
は

個
人
事
業
税

第
１
期
分
の
納

付
月
で
す
。
県
税

は
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
貴
重
な
財
源
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
な
お
納
税
は
、
便
利
で
安
全

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限　

8
月
31
日
火

問
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所
事
業
税
係

　

☎
０
９
４
８ｰ

２
３ｰ

４
１
１
１

　

ひ
と
り
親
医
療
と
乳
幼
児
医
療
受
給

者
証
の
期
限
は
9
月
30
日
ま
で
。
該
当

者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す
の
で
、
期
間

内
に
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間　

8
月
4
日
水
～
31
日
火

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

受
付
場
所　

次
の
各
保
険
係
窓
口

上
野
・
市
場
・
赤
池
地
区
▼
赤
池
支
所

伊
方
・
弁
城
地
区
▼
方
城
支
所

金
田
・
神
崎
地
区
▼
役
場
本
庁
舎

必
要
な
も
の【
ひ
と
り
親
医
療
】

ひ
と
り
親
医
療
受
給
者
証
、
印
鑑
、

保
険
証
、
戸
籍
謄
本
、
所
得
証
明（
※
）

必
要
な
も
の【
乳
幼
児
医
療
】

乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
、
印
鑑
、

保
険
証
、
所
得
証
明（
※
）

※
所
得
証
明
が
必
要
と
な
る
の
は
、
い
ず
れ
も
1

　

月
1
日
に
福
智
町
に
住
所
が
な
か
っ
た
人
の
み
。

問
福
智
町
役
場
住
民
課
保
険
係

　

☎
２
２ｰ

７
７
６
１

託
医
や
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
窓

口
を
毎
月
設
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
】
※
要
予
約

日
時　

8
月
10
日
火
10
時
～

　
　
　

8
月
27
日
金
14
時
～

【
思
春
期
相
談
】
※
要
予
約

日
時　

8
月
12
日
木
13
時
～
15
時

　
　
　

８
月
25
日
水
13
時
～
15
時

問
田
川
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
４
２ｰ

９
３
０
７

　

田
川
市
郡
内
の
小
学
生
と
保
護
者
を

対
象
に「
親
と
子
の
映
画
祭
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理

券（
１
枚
で
何
人
で
も
入
場
可
）が
必
要

で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
容　
「
名
探
偵
コ
ナ
ン―

天
空
の
難

　
　
　

破
船―

」
上
映
、
租
税
教
育

日
時　

８
月
21
日
土
13
時
30
分
開
演

場
所　

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー（
入
場
無
料
）

問
社
団
法
人
田
川
法
人
会
事
務
局

　

☎
４
５ｰ

８
０
０
５

分
以
降
の
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
受
給
者
に
は
通
知
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
内
に
、
各
窓

口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

次
の
各
福
祉
係
窓
口

上
野
・
市
場
・
赤
池
地
区
▼
赤
池
支
所

伊
方
・
弁
城
地
区
▼
方
城
支
所

金
田
・
神
崎
地
区
▼
役
場
本
庁
舎

【
児
童
扶
養
手
当
】

手
続
期
間　

8
月
4
日
水
～
20
日
金

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

手
続
期
間　

8
月
16
日
月
～
27
日
金

問
福
智
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
２
２ｰ

７
７
６
３

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
支

給
要
件
・
所
得
制
限
あ
り
）。
期
間
を
過

ぎ
て
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
付
場
所　

役
場
本
庁
舎
・
各
支
所　

手
続
期
間　

11
月
30
日
火

問
福
智
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
２
２ｰ

７
７
６
３

　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
親
子
で
楽
し

め
る
行
事
で
す
。
す
べ
て
10
時
30
分
開

始
。6
日
金
は
水
着
と
タ
オ
ル
、ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
プ
ー
ル
遊
び
▼
8
月
6
日
金

❷
親
子
リ
ズ
ム
遊
び
▼
8
月
19
日
木

❸
誕
生
会
▼
8
月
27
日
金

※
誕
生
会
は
８
月
生
ま
れ
の
み
要
申
込
。

問
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２ｰ
２
４
０
１

　

8
月
21
日
土
は
司
法
書
士
に
よ
る

特
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
特
別
相
談

は
事
前
予
約
が
必
要
。相
談
無
料
で
す
。

❶
日
時　

8
月
5
日
木
10
時
～
15
時

　

場
所　

福
智
町
役
場
赤
池
支
所

❷
日
時　

8
月
12
日
木
10
時
～
15
時

　

場
所　

福
智
町
公
民
館
方
城
分
館

❸
日
時　

8
月
21
日
土
10
時
～
15
時

　

場
所　

金
田
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

❹
日
時　

９
月
２
日
木
10
時
～
15
時

　

場
所　

福
智
町
役
場
赤
池
支
所

問
福
智
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２ｰ

６
６
３
１

❶
日
時　

8
月
９
日
月
13
時
～
14
時

　

場
所　

福
智
町
役
場 

方
城
支
所

❷
日
時　

8
月
９
日
月
15
時
～
16
時

　

場
所　

福
智
町
役
場 

赤
池
支
所

問
福
智
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
２
２ｰ

７
７
６
３

　

交
通
事
故
で
お
困
り
の
人
は
、
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

8
月
16
日
月
10
時
～
16
時

　
　
　
（
受
付
は
15
時
ま
で
）

場
所　

田
川
市
役
所
市
民
課

問
福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所

　

☎
０
９
２ｰ

６
２
２ｰ

０
４
０
３

　

田
川
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
で
は
、

心
の
悩
み
や
思
春
期
の
子
ど
も
を
持
つ

親
が
抱
え
る
問
題
な
ど
を
精
神
科
嘱

　

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳

以
上
）
の
今
年
の
介
護
保
険
料
は
、
８

月
上
旬
ま
で
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
保
険
料
は
平
成
21
年
１
月
～
12
月

の
ご
本
人
や
世
帯
の
所
得
な
ど
に
応
じ

て
算
定
す
る
た
め
、
今
ま
で
と
保
険
料

が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
滞
納

期
間
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
時
に
負
担
額
が
変
更
に
な
る
な
ど
の

制
限
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
介

護
保
険
は
み
な
さ
ん
の
納
付
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

　

☎
０
９
２ｰ

６
４
３ｰ

７
０
５
５　

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は「
現
況
届
」、
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
人
は「
所
得
状
況

届
」の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、
８
月

　
「
鉄
道
の
日
」を
記
念
し
て
運
転
体
験

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
金
田
駅
構
内
で

車
両
を
実
際
に
運
転
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
９
日
土
10
時
～
15
時

対
象　

小
学
３
～
６
年
生（
保
護
者
同
伴
）

申
込
期
限　

９
月
15
日
水

問
九
州
運
輸
局
鉄
道
部
計
画
課

　

☎
０
９
２ｰ

４
７
２ｰ

４
０
５
１　

　

労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
福
岡
県

内
の
司
法
書
士
が
無
料
で
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

受
付
日
時　

毎
週
火
19
時
～
20
時

☎
０
９
２ｰ

４
７
７ｰ

８
１
６
０

　

福
智
町
で
の
６
月
中
の
件
数
で
す
。

【
事
件
発
生
件
数 

17
件
】

オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
盗
難
▼
８
件

車
上
ね
ら
い
▼
５
件

自
動
販
売
機
ね
ら
い
▼
０
件

空
巣
・
忍
び
込
み
な
ど
▼
４
件

【
事
故
発
生
件
数  

12
件
】

死
亡
▼
１
人　

負
傷
者
▼
22
人

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
申
込
書

は
金
田
分
署
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

試
験
日　

平
成
22
年
10
月
17
日
日

受
験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平

　
　
　
　
　

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

受
付
期
間　

８
月
23
日
月
～
9
月
10
日

　
　
　
　

 

金
９
時
～
17
時

問
田
川
地
区
消
防
本
部
総
務
課

　

☎
４
４ｰ

０
６
５
１

　

国
土
交
通
省
で
は
、
自
動
車
の
利
用

実
態
を
把
握
し
、
将
来
の
交
通
計
画
に

役
立
て
る
た
め
、
全
国
一
斉
に「
道
路

交
通
セ
ン
サ
ス
」を
実
施
し
ま
す
。
調

査
員
が
調
査
票
の
配
布
と
説
明
に
伺
い

ま
す
の
で
、記
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

実
施
予
定　

９
月
～
11
月

内
容　

調
査
対
象
は
無
作
為
に
選
定
さ

　
　
　

れ
、
対
象
車
両
の
利
用
に
つ
い

　
　
　

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

問
北
九
州
国
道
事
務
所　

　

☎
０
９
３ｰ

９
５
１ｰ

４
３
３
１

【
看
護
学
生
】
10
月
１
日
金
ま
で

一
次
試
験
日
▼
10
月
23
日
土

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
）で
21
歳

　
　
　
　
　
（
看
護
学
生
は
24
歳
）未
満

※
資
格
年
齢
は
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
。

試
験
会
場　

北
九
州
予
備
校（
防
衛
大

　
　
　
　
　

推
薦
の
み
防
衛
大
学
校
）

問
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚
地
域
事

務
所　

☎
０
９
４
８ｰ

２
２ｰ

４
８
４
７

　

企
業
に
よ
る
障
害
者
雇
用
の
事
例
発

表
や
優
良
事
業
所
の
表
彰
な
ど
、
高
齢

者
と
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
考
え
る

「
福
岡
県
高
齢
者
・
障
害
者
雇
用
促
進

の
つ
ど
い
２
０
１
０
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。
事
業
主
の
か
た
を
は
じ
め
、
多
く

の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
。

日
時　

９
月
９
日
木
13
時
30
分
～

場
所　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
国
際
会
議
場

問
福
岡
県
高
齢
者
・
障
害
者
雇
用
支
援

協
会　

☎
０
９
２ｰ

４
７
３ｰ

６
３
３
９

　

今
年
で
15
回
目
と
な
る
田
川
郡「
同

和
」教
育
研
究
集
会
。
全
体
会
で
は
、

辛し
ん

淑す

玉ご

さ
ん
が「
人
権
力
を
養
う
」と

題
し
た
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時　

8
月
22
日
日
9
時
30
分
～

場
所　

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

千
円（
資
料
代
込
み
）

※
分
科
会
は
各
町
村
会
場
で
14
時
～
。

問
田
川
郡「
同
和
」教
育
研
究
集
会

　

実
行
委
員
会　

☎
４
５ｰ

６
０
５
０

　

火
災
、
救
助
、
救
急
な
ど
の
災
害
現

場
で
の
活
動
に
従
事
す
る
消
防
吏
員
の

　

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
と
注
目

さ
れ
て
い
る「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
」に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
」に
興
味
の
あ
る
人
は

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
無
料
。

日
時　

８
月
25
日
水
13
時
～
16
時

場
所　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
円
形
ホ
ー
ル

問
福
岡
県
労
働
局
新
雇
用
開
発
課

　

☎
０
９
２ｰ

６
４
３ｰ

３
５
９
３

　

来
年
４
月
入
学
の
防
衛
大
学
な
ど
の

学
生
を
募
集
し
ま
す
。
す
べ
て
９
月
６

日
月
～
申
込
開
始
、
申
込
締
切
と
試

験
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
防
衛
大
学
推
薦
】
９
月
９
日
木
ま
で

試
験
日
▼
９
月
25
日
土
・
26
日
日

【
防
衛
大
学
一
般
】
10
月
１
日
金
ま
で

試
験
日
▼
11
月
６
日
土
・
７
日
日

【
防
衛
医
科
大
学
】
10
月
１
日
金
ま
で

一
次
試
験
日
▼
10
月
30
日
土
・
31
日
日

補
聴
器
相
談

心
配
ご
と
相
談

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

福
岡
県
巡
回
交
通
事
故
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

医
療
証
の
更
新
手
続
き

防
衛
大
学
等
の
学
生
募
集

田
川
郡「
同
和
」教
育
研
究
集
会

個
人
事
業
税
の
納
付
期
限

手
当
受
給
者
は「
現
況
届
」を

↑「鉄道の日」に車両の運転席に座るのはあな
たかも…！ 応募多数の場合は抽選となります。

鉄
道
の
運
転
を
し
ま
せ
ん
か

田
川
地
区
消
防
採
用
試
験

介
護
保
険
料
が
決
定

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
実
施

労
働
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談

第
15
回
親
と
子
の
映
画
祭

高
齢
者
と
障
害
者
の
つ
ど
い

児
童
扶
養
手
当
法
改
正

事
件
・
事
故
発
生
件
数

問国勢調査福智町実施本部
　☎22-3411／22-3412

日
本
の
今
を
知
り　
　
　
　
　
　

日
本
の
未
来
を
考
え
る
。

↓国勢調査を装った詐欺
被害にあわないよう「調査
員証」をご確認ください。

↑今年１月、福智町での講演
が大好評だった辛淑玉さん。

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
フ
ェ
ア



18

俳
句
・
短
歌
教
室
の
詠
歌
紹
介

心
映
の
投
句

は
な
・
蕗
の
薹
句
会

19

待
ち
し
雨
し
と
し
と
降
り
て
庭
先
の
あ
じ
さ
い
の
花
色
の
鮮あ

た

ら
し

梅
雨
晴
を
と
な
り
の
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
十
薬
の
束た

ば

吊つ

ら
れ
て
ゆ
る
る

腰
ひ
ね
り
下
か
ら
横
か
ら
見
上
げ
つ
つ
青
梅
ち
ぎ
る
孫
の
身
軽
さ

古
き
世
に
珍
重
さ
れ
し
井
戸
茶ち

ゃ

碗わ
ん

金き
ん

継つ

ぎ
あ
れ
ど
趣

お
も
む
き

ひ
と
し
お

麦
熟
る
る
広
き
田
の
面も

を
見
渡
せ
ば
鎌
を
研と

ぎ
て
は
刈
り
し
父
母
顕た

つ

越
智　

早
苗

三
村　

和
子

加
治　

智
子

辻
田　

幸
也

福
田　
　

昌

山
門
に
続
く
札
所
や
夏
木
立

花は
な

茣ご

蓙ざ

に
疲
れ
横
た
え
藺い

草ぐ
さ

の
香

能
舞
台
は
ね
街
角
の
花
あ
や
め

渓
流
の
闇
に
乱
れ
て
舞
ふ
蛍

財
源
の
乏
し
き
国
に
酷
暑
来
て

古
民
家
の
三た

た

き

和
土
に
あ
り
し
梅
雨
じ
め
り

梅
雨
晴
れ
間
迎
へ
バ
ス
来
る
五
日
市

三
尺
寝
老
い
て
味
わ
ふ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ワ
イ
パ
ー
の
払
ひ
き
れ
ざ
る
梅
雨
の
降
り

雨
含
む
風
の
さ
さ
や
き
花
菖し

ょ

う

ぶ蒲

渡
邊　

一
枝

朝
部
さ
よ
子

尾
崎　

和
子

木
村　

誠
一

倉
石
嘉
代
子

白
石　

凡
子

杉　

フ
ジ
ヱ

長
尾　

冴
子

野
村　

鈴
子

藤
井
耿
之
介

植
田
風
四
角
四
面
に
渡
り
け
り

青
田
風
鳶と

び

の
機
嫌
の
笛
高
し

青あ
お

時し

雨ぐ
れ

業ご
う

を
洗
ひ
て
女に

ょ

身し
ん

仏ぶ
つ

風
入
れ
や
飛
び
翔た

ち
さ
う
な
鳥

ち
ょ
う

瞰か
ん

図ず

青
田
い
ま
し
か
と
根
を
張
り
風
通
す

古
民
家
や
牛
馬
今
な
く
土
間
涼
し

瑠る

璃り

色い
ろ

の
湖
水
を
称た

た

へ
ほ
と
と
ぎ
す

蛍
飛
ぶ
闇
に
声
な
き
恋
を
し
て

千せ
ん

丈
じ
ょ
う

の
布
を
晒さ

ら

し
て
神
の
滝

波
音
と
出
漁
の
音
明
易や

す

し

日
比
生
利
子

松
岡　

蔦
枝

建
部
三
由
紀

長
副
美
恵
子

今
井
三
千
代

家
高　

恭
子

畠
山　

玲
子

山
口
み
ち
子

仲
谷
ひ
ろ
え

花
石
か
ほ
る

今
日
も
又
「
は
な
」
に
遊
び
て
梅
雨
晴
間

夏
霧
の
晴
れ
て
山
並
鮮
や
か
に

釣つ
る

瓶べ

井
戸
残
る
裏
町
凌の

う

霄ぜ
ん

花か

梅
雨
深
し
さ
れ
ど
楽
園
踊
り
の
輪

雨
の
中
博
多
山
笠
賑に

ぎ

は
へ
り

取
り
組
め
る
ク
イ
ズ
に
夢
中
梅
雨
の
園

早そ

う

暁
ぎ
ょ
う

の
城
山
に
聞
く
ほ
と
と
ぎ
す

窯か
ま

元も
と

の
軒
の
風
鈴
鳴
っ
て
を
り

カ
ー
テ
ン
の
風
を
孕は

ら

ん
で
夏
に
入
る

梅
雨
の
間
に
庭
の
雑
草
居い

丈た
け

高だ
か

子
等
の
声
空
へ
弾は

じ

け
て
夏
つ
ば
め

大
堀
ま
さ
ゑ

柴
田
ヒ
サ
ヱ

熊
谷
カ
ツ
ミ

桑
野　

園
女

井
上
タ
ミ
子

永
末　

公
恵

日
高
八
重
子

松
本　

三
男

香
月　

眸

高
津　

澄
子

池
田　

駒
女

玄
海
を
舞
台
に
交
流
す
る
貴
重
な
体
験
活
動

９月に粗大ごみを収集します！

将来開花する国際的感覚を養う

夏
の
弁
城
を
彩
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
今
年
復
活

福
智
町
国
際
交
流
事
業
「
日
韓
交
流
」

福智町ジュニアリーダー交流会参加募集

第６回 弁城夏祭り

金
田
・
神
崎
地
区
の
粗
大
ご
み
収
集
日
程

交流と感動の体験が待っています

今回も魅力あふれる催しが目白押しです

韓国泗川市の東城初等学校と交流します

　金田・神崎地区の粗大ごみを次の日程で収集しま
す。１点に１枚「粗大ごみ専用シール」を貼付のうえ、
午前８時までにお出しください。

9 月4日土 

9 月11日土 

9 月18日土 

9 月25日土 

　

体
験
活
動
や
集
団
行
動
を
通
し
て
、
学
校
や
地

域
活
動
の
中
核
を
担
う
人
材
育
成
を
図
る
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
交
流
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
は
玄
海
の
海
で
地
引
網
を
体
験
し
ま
す
。

日
程
▼
９
月
25
日
土
～
26
日
日
（
１
泊
２
日
）

　
　
　

事
前
説
明
会
・
９
月
９
日
木
午
後
７
時
～

会
場
▼
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」（
宗
像
市
）

募
集
▼
町
内
の
小
学
５
～
６
年
生 

40
人

　
　
　

※ 

定
員
で
受
付
を
終
了
し
ま
す

受
付
▼
８
月
23
日
月
～
27
日
金
（
参
加
費
千
円
）

　

詳
細
は
学
校
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
福
智
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会 

事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
）☎
２
８-

２
０
４
６

　上野焼の開祖・尊楷ゆかりの地である韓国泗川市
の子どもたちと交流し、国際的感覚と広い視野を養
うことを目的とした交流事業の参加者を募集します。
募集期間▶８月11日水 ～18日水
募集人員▶小学5～6年生 25人（多数の場合抽選）
負 担 金▶１人 12,000円（パスポートは各自取得）  
訪韓期間▶１０月８日金 ～１０日日（２泊３日）
                結団式、事前研修４回、解団式あり
※詳しくは学校で配布するチラシをご覧ください。
問福智町交流事業実行委員会 事務局
　（教育委員会 社会教育係）☎28-2046

問役場住民課 環境衛生係　☎22-7761

東金田松崎（上組・中組）
堀川、西金田、高見区、上金田、平原、平原団地

東金田松崎（下組）、堀川団地、亀の甲団地、
県営団地、3 区、4 区、黒尾、人見成竹、成竹団地

宝見区、宝見団地、人見区、第１・第２人見団地
人見宮床、人見ヶ丘、人見坂、東金田（上組・中組）
南木（1～3 組）

神崎１・２、高尾、笹尾、若草団地、星ヶ丘、
星ヶ丘団地、平和台、柿添団地、福吉区、太陽区、
福丸、福丸団地、七十石、小豆田団地

　

お
祭
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る「
弁
城
夏
祭
り
」

が
６
回
目
を
数
え
２
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
す
。
場

内
で
展
開
す
る
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
タ
ヒ
チ
ダ
ン

ス
、
玄
海
古
賀
太
鼓
の
ス
テ
ー
ジ
や
バ
ザ
ー
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ン

は
毎
回
好
評
の「
お
楽
し
み
♪
大
抽
選
会
」、
協
賛

企
業
提
供
の
豪
華
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
！

会
場
▼
ほ
う
じ
ょ
う
温
泉
ふ
じ
湯
の
里

　
　
　

第
４
駐
車
場（
入
場
無
料
）雨
天
中
止

　
　
　

※ 

今
回
打
ち
上
げ
花
火
は
あ
り
ま
せ
ん

問
お
祭
実
行
委
員
会  

☎
２
２-

２
２
８
０（
弁
天
）

日
時
▼
8
月

29
日
日  

17
時
～
21
時

今回も魅力あふれる催しが目白押しです

韓国泗川市の東城初等学校と交流します

交流と感動の体験が待っています
昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　 ☎22-0555

近所の友達と日陰でままごと
遊びを楽しんでいる様子。今
のように冷房や遊具が豊富で
ないこの時代の子どもたちは、
工夫しながら夏の日を過ごし
ていたことがうかがえます。

提供者●羽田野 憲治さん
撮影日●昭和32年8月13日

日陰で遊ぶ子どもたち

▶表紙は、炎天下の公園に
いた子どもたちを撮影。彼
らはゲームやボールが無くて
も、落ちている石や木などを
遊び道具に変え、虫を探し
たりしながら身近な自然の中
で元気に汗をかいていまし
た。各地で最高気温を更新
し続けている今夏。熱中症
には十分気を付けつつ、夏
ならではのすてきな思い出
を作ってくださいね。（日吉）

▶７月から広報業務に携わ
ることになり、初めて文章
を人に伝えることの難しさ
を痛感。文才がなく、カメ
ラのことも知らないわたし
が、この業務をこなしてい
けるか不安ですが、少しで
も読みやすく、飽きない文
章を届けたいと思いますの
で、よろしくお願いします。
取材先などで会いましたら
声をかけてください。（久原）



2021

↓境内に設置された茅の輪は直径約２メートル。健康を願いながらくぐりました。

岩屋神社大夏越祭茅の輪くぐり無病息災祈る

　７月26日に岩屋神社（弁城）境内で大
だい

夏
な

越
ごし

祭
さい

が行われ、約
100人の地域住民が参加しました。巫女舞や方城和太鼓ク
ラブの演奏が奉納された後、メーンの茅

ち

の輪
わ

神事では、茅
かや

の葉で作られた輪を宮司に続き参拝者が３度くぐり、身体
健康・家内安全を祈念。全国的な猛暑が続くと予想されるこ
の夏を、自身や家族が健康に過ごせるよう願っていました。

観光ＰＲ音頭「福智温泉」完成町の温泉の魅力を歌った「福智温泉」

社会を明るくする運動地域の支えで明るい町づくり

↑町内を回り啓発チラシ300セットを配布、住民に理解と協力を呼びかけました。

　犯罪や非行をした人の立ち直りを支える地域の保護司11
人が「社会を明るくする運動」を町内に呼びかけました。7月
16日に行われたこの運動は、犯罪や非行のない明るい社会を
築こうとする全国的な活動です。保護司は立ち直ろうと決意
した人を社会で受け入れていくこと、犯罪や非行をする人を
生み出さない家庭や地域づくりの大切さを住民に訴えました。 福智町PTA連合会 教育講演会夢をテーマにIKKOさん講演

↑「福智温泉」のＣＤとテープ。今後、町内のイベントや盆踊りに取り入れられます。

　合併を機に制作された「福智音頭」から４年、今回、その
第２弾である「福智温泉」が完成しました。曲は３番まであ
り、町の温泉施設「白糸の湯」「ふじ湯の里」「日王の湯」の魅
力が歌詞に盛り込まれています。前作と違い、一曲すべてが
藤かおりさんの美声で歌われ、中山芳龍先生が振り付けを担
当。８月28日の「水と灯火の夕べ」で初披露される予定です。

↓地域交流センターのステージに華やかな衣装で登場し、教育や生き方について語ったIKKOさん。

　テレビや舞台のほか執筆、音楽活動など多方
面で大活躍中の「美のカリスマ」IKKOさん（伊
方出身）が、6月21日に福智町に帰ってきまし
た。PTA連合会主催の教育講演会に講師とし
て招かれた IKKOさんは、保護者からの質問に
答えるスタイルで、自らの経験談を交えなが
ら講演。「たとえ“自分の決めた道”を否定され
ても、それをプラスに変えていく力が必要。逆
境や困難が自分を成長させてくれる」といった
IKKOさんの言葉一つひとつに、会場の406人
は目頭を熱くさせながら聴き入っていました。

↓小さな陶芸家たちが集まった作陶会場、友達の作品の出来映えも気になります。

上野焼子ども作陶教室郷土の伝統工芸ゆかりの自信作

　７月11日に中央公民館で「上野焼子ども作陶教室」が開か
れました。例年応募が定員を超え、多くがキャンセル待ちと
なる町子育連主催の人気の催しに、70人の小中学生が参加。
子どもたちは上野焼協同組合の窯元から熱心な手ほどきを受
けながら、手びねりによる成形で、カップや皿など、それぞ
れが自分らしさを反映した魅力的な作品を形づくりました。

７月は同和問題啓発強調月間人権尊重を住民に呼びかけ

↑一日でも早い同和問題解決を願って、積極的に啓発活動に取り組む町長と職員。

　福岡県と県内市町村が取り組む「同和問題啓発強調月間」の
一環として、７月１日に町内５か所での街頭啓発や企業訪問が
行われました。街頭啓発では、町長をはじめ職員23人が一
人ひとりに啓発チラシとタオルを配布。この取り組みによっ
て、一人でも多くのかたの人権意識が向上され、住民と行政
が力を合わせて同和問題を解決することを目指しています。

↓みんなで教えあい協力して作った紙ひこうきは、気持ちのこもった遊び道具です。

　７月４日に親子で楽しむ「紙ひこうき大会」が、児童セン
ターで行われました。永末宏之さん（弁城）が参加者32人に
３種類の紙ひこうきの折り方を丁寧に指導。子どもたちは、
一枚の紙が見たこともない形に変わっていく姿に驚き、さま
ざまな飛びかたをする姿に感動。今では触れる機会が少な
くなった“昔の遊び”の魅力を伝える良い機会となりました。

児童センター「紙ひこうき大会」ものづくりを肌で感じる子どもたち



佐
さ

藤
とう

 大
たい

真
しん

くん❸
H19.8.21 生（赤池 北町）

みんなでつくる

ごきげんなページ“ふくたま”
HAPPY
BIRTHDAY

８月生まれ

　７月5日に「劇団バク」が
ひらばる幼稚園にやってきま
した。イソップ物語「田舎の
ねずみと都会のねずみ」が演
じられ、全園児150人は、驚
く仕掛けがされたセットや歌
と踊りに一喜一憂。幼児期の

感受性を高める目的で開かれた劇は、キャラクターとふれあう場面
でラストが飾られ、和やかな雰囲気に包まれたまま幕を閉じました。

↑
観
劇
の
世
界
に
入
り
込
む
園
児

ひらばる幼稚園で心に響く観劇体験

空友会が筑豊地区で10のメダル獲得

　「第６回全九州空手道選手
権大会」が、５月30日に福岡
市で開催され、拳成館の２人
が好成績を残しました。山中
賢治選手は、仕事後の練習を
休まず続けた成果で、見事初
優勝。小山九

つ く も

十九選手は、決
勝戦で再延長戦までもつれる熱戦を繰り広げるが、惜しくも準優
勝。両名は今後の試合も期待が持てる粘り強い攻防を見せました。

↑
九
州
の
猛
者
を
破
っ
た
両
選
手

拳成館の２人が日ごろの成果を発揮

誕生日の記念に、お子さん
の笑顔を紙面に飾ってみ
ませんか。締め切りはお誕
生月の前月10日ごろ。今
月は9月に誕生日を迎える
満１歳から3 歳までのお
子さんの写真を募集しま
す。8月10日火までにお
電話ください。（締切厳守）
▶役場総務課広報担当
　 ☎22-0555

笑顔募集中！

　6月6日の「筑豊地区青少
年空手道大会」で空友会の拳
士が次のとおり活躍しました。
男子組手▶【小１】優勝：赤星 
朋康 ２位：河野 友紀【小３】
優勝：安延 光司 ２位：山本 翔
【小６】３位：小松 海斗【中１】

２位：芳中 隼人  女子組手▶【小３】優勝：西森 桃華 ２位：木村 菜未
【小５・６】３位：満山 美弥【中１・２・３】優勝：木村 こゆき（敬称略）

↑
熱
戦
を
勝
ち
抜
い
た
拳
士
た
ち

　きっかけは約30 年前。農
作業中などに聴いていたラジ
オに投稿して放送されたこと
により、今でも１日に２回ほど
投稿した話が放送されている
長尾トミヱさん（上野）。ラジオ
をとおして福智町の観光名所

や行事を、町内はもちろん町外にも積極的に知らせています。自宅
にはこれまでの功績で、感謝状や記念品が数多く届られています。

↑
感
謝
状
や
記
念
品
に
囲
ま
れ
て

ラジオ界で有名な長尾さんが町をPR

安
あ

部
べ

 雅
まさ

人
と

くん❷
H20.8.18 生（伊方 湧渕団地）

矢
や

野
の

 翔
しょう

太
た

くん❸
H19.8.8 生（金田 敷島）

　第一保育所の園児27人
が、６月12日に児童センター
で和太鼓体験を行いました。
イベントなどで数々の舞台を
こなしてきた「方城和太鼓ク
ラブ」の勇ましい演奏が披露
されると、その迫力に目を丸

くしていた園児たち。お兄さん、お姉さんに教わりながら実際に
ばちを握って演奏し、太鼓の音色の楽しさを発見したようでした。

↑
優
し
い
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
…

和太鼓の響きを体感し魅力を知った

　福智町母子寡婦福祉会では
年間をとおしてさまざまな活
動を行っています。５月23日
にはほのぼの館で２年に１回の
総会が開催され、浦田弘二町
長や白石勝彦社協会長ほか約
50人が出席。６月13日に行わ

れた金田駅の清掃活動では、会員12人がさわやかな汗を流しまし
た。みなさんも一緒に活動しませんか。問泉保子会長 ☎22-0830

↑
駅
舎
を
隅
々
ま
で
磨
き
ま
し
た

母子寡婦福祉会のメンバー募集中です

赤池16・17区の「笑って憩う会」
　７月11日、赤池高尾集会所
にコーラスグループ「ベル・ア
ルモニア赤池」が訪れ「笑って
憩う会」のみなさんと合唱や
手遊び歌などでコミュニケー
ションを深めました。地域の
つながりを保とうと赤池16・

17区のみなさんが立ち上げた「笑って憩う会」は、８月中、朝６時半
から同集会所前でラジオ体操を行っています。ぜひご参加ください。

寺
てら

川
かわ

 菜
な

々
な

ちゃん❸
H19.8.24 生（金田 宝見）

↑
合
唱
で
気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　筑豊地区文化団体連合会
の総会が６月25日に地域交
流センターで開かれました。
各市町村から文化団体の役員
が来町し、総会後に「九州日
立マクセル赤レンガ記念館」
と「伊方古墳」を見学。約60

人の参加者は、普段一般公開されていない貴重な史跡で丁寧な解
説に耳を傾け、福智町の豊かな文化と歴史の深さを体感しました。

髙
たか

橋
はし

 隼
はやと

くん❸
H19.8.21 生（金田 本町）

村
むら

岡
おか

 心
み

愛
あ

ちゃん❸
H19.8.13 生（金田 西金田）

空
く

閑
が

 一
いっ

心
しん

くん❸
H19.8.30 生（金田 人見）

↑
往
事
を
物
語
る
赤
レ
ン
ガ
館
内

山
やま

本
もと

 葉
は

月
つき

ちゃん❷
H20.8.26 生（金田 上金田）

渡
わた

邉
なべ

 歩
あゆ

美
み

ちゃん❶
H21.8.26 生（赤池 県営赤池）

池
いけ

長
なが

 蒼
そう

真
ま

くん❸
H19.8.30 生（伊方 野添団地）

立
たち

花
ばな

 仁
じん

くん❶
H21.8.31 生（上野 高見台）

福智が誇る文化に触れた筑豊文連

安
やす

永
なが

 光
こう

一
いち

くん❶
H21.8.5 生（金田 西金田）

秦
はた

 玖
く

瑠
る

実
み

ちゃん❸
H19.8.24 生（神崎 星ヶ丘団地）

吉
き

良
ら

 心
み

柚
ゆう

ちゃん❶
H21.8.7 生（金田 本町）

中
なか

村
むら

 流
る

希
き

也
や

くん❸
H19.8.1 生（弁城 久六）

大
おお

井
い

 蓮
れん

司
じ

くん❸
H19.8.8 生（金田 亀ノ甲団地）

花
はな

田
だ

 翔
かけ

望
る

くん❶
H21.8.23 生（伊方 野添）

山
やま

口
ぐち

 慈
じ

珠
じゅ

くん❶
H21.8.12 生（神崎 南木）

近
こん

藤
どう

 聖
きよ

一
かず

くん❶
H21.8.13 生（上野 常福）

谷
たに

山
やま

 颯
そう

汰
た

くん❸
H19.8.8 生（伊方 野添団地）

吉
よし

田
だ

 朱
す

杜
ず

ちゃん❶
H21.8.28 生（金田 平原団地）
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▼
親
方
や
大
関
を
含
む

野
球
賭
博
問
題
で
世
間

の
耳
目
を
集
め
た
大
相

撲
名
古
屋
場
所
は
、
予

定
通
り
先
月
11
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
土
俵
に
注
が
れ
る
目
は
、
従

前
に
比
し
て
格
段
に
厳
し
く
、
各
力
士
と
も

相
当
な
決
意
と
緊
張
感
を
持
っ
て
、
場
所
に

臨
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
▼
し
か
し
、
取

組
数
の
減
少（
欠
場
す
る
力
士
が
多
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
）や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
実
況
放
送
中
止
な

ど
、
好
角
家
に
と
っ
て
興
を
そ
が
れ
る
15
日
間

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
３

年
前
の
力
士
暴
行
死
事
件
に
始
ま
り
、
大
麻

事
件
、
元
横
綱
・
朝
青
龍
の
暴
力
事
件
、
そ

し
て
今
回
の
問
題
と
不
祥
事
が
相
次
ぎ
、
相

撲
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
多
く
の
国
民
が
、“
国

技
”
と
い
う
称
号
の
重
さ
に
疑
問
を
感
じ
た
の

は
想
像
に
難
く
な
い
。
九
州
場
所
が
、
ま
だ
準

本
場
所
の
頃
、
父
親
に
連
れ
ら
れ
て
観
戦
し

た
時
の
強
烈
な
印
象
が
、
今
も
鮮
明
に
残
っ
て

お
り
、
一
日
も
早
く
正
常
化
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
▼
こ
れ
ま
で
に
、
多
く
の
名
力
士
を
生

み
、
時
代
と
と
も
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
き

た
大
相
撲
で
は
あ
る
が
、
今
後
は
、
関
係
者
一

人
ひ
と
り
が
“
相
撲
道
”
に
携
わ
っ
て
い
る
と

い
う
自
覚
を
持
ち
、
精
進
を
積
み
重
ね
て
い
か

な
け
れ
ば
、
国
民
か
ら
そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
て
し

ま
う
の
は
明
白
で
あ
る
▼
あ
の
昭
和
の
大
横

綱
・
双
葉
山
は
、
稽け

い

古こ

に
励
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
相
撲
と
無
縁
の
文
化
人
と
の
交
流
を
積

極
的
に
図
る
こ
と
で
、
人
格
を
磨
い
て
い
っ
た

と
い
う
。
是
非
、
見
習
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

スモス診療所では、現在、院内で薬剤の処方

を行っていますが、10 月１日からは院外処方

となります。みなさんのご理解をお願いいたします。

コスモス診療所
院外処方への
移行のお知らせ

コ
問 コスモス診療所
　 ☎ 28-2083

院外処方とは▶厚生労働省が進める医薬分業の制度に伴い行われるもので、医師が発行する「院
　　　　　　　外処方せん」を、診療所の外の保険薬局に提示して薬を受け取るシステムです。
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